
団体名： 木曽川商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 123.5 ％） （達成度 230.0 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 105.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 78.3 ％） （達成度 192.6 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 233.3 ％） （達成度 90.5 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 166.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 48.0 ％） （達成度 ％） Ｃ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｃ Ｂ 現行どおり

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

青年部員数の減
少、行事等に参加
出来ない為目標を
下げる。

目標
数値

25
実績
数値

12
目標
数値

指標

商工会あいち物産スペ
シャリティｉｎ航空祭に
参加をし、青年部員で開
発したカップスリーブの
ＰＲをする事が出来た。

総

合

評

価

Ｂ

実

施

側

の

事

業

評

価実績
数値

青年部

青年部員間の交流や自己研
鑽で経営改善を図るととも
に、そのフットワークの軽
さとバイタリティ溢れる行
動力で地域と関わり、地域
に根ざした事業を通じて地
域社会の発展に寄与するこ
とを目的とする。

青年部通常総会　５人
木曽川町商工まつり　１人
入善ラーメンまつり　２人
×２日
商工会あいち物産スペシャ
リティｉｎ航空祭　２人

小規模事業者

指標
事業参加延人数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

会員及び組合、行
政と連携をし、地
域活性化を図る。

目標
数値

3000
実績
数値

5000
目標
数値

指標

飲食、物販、体験コー
ナー、イベントを実施
し、地域住民との交流が
出来、商工会活動のＰＲ
に繋がった。

総

合

評

価

Ａ

実

施

側

の

事

業

評

価実績
数値

木曽川町商工まつ
り

実行委員会構成団体が中心
的存在となり地場産業であ
る繊維産業や地域特産品を
会場内において展示・即
売・披露を行う事で木曽川
町の商工業を広く町内外に
宣伝・紹介をし地域産業の
振興と発展に貢献する事を
目的とする。

第４１回木曽川町商工まつ
り
１１月１２日（日）
ご来場者数　５，０００人

小規模事業
者・一般住民

指標

事業参加延人数

実

施

側

の

事

業

評

価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

地域の総合スー
パーと一豊まつり
を連携し、地域活
性化を図る。

目標
数値

10000
実績
数値

10000
目標
数値

来場者数（パレードご観覧
者等も含む）

指標

一豊まつり当日は、雨で
予定が大幅に変更になっ
たが、室内での各種イベ
ントでは来場者に楽しん
でいただけた。木曽川町
内以外のお客様に本まつ
りをＰＲする事が出来、
木曽川町の活性化に繋
がった。

総

合

評

価

Ａ

実績
数値

木曽川町一豊まつ
り

当地ご生誕の山内一豊公
と、その妻千代様を顕彰し｢
家庭｣･｢家族｣･｢人との交わ
り｣を再認識することより一
宮市木曽川町の地域の総合
的な振興を図ることを目的
とする。

第３４回木曽川町一豊まつ
り
９月１７日（日）
ご来場者数　１０，０００
人 小規模事業

者・一般住民

指標

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

ホームページ等を
有効に活用し、施
策、情報をリアル
タイムに周知をす
る。

目標
数値

24
実績
数値

56
目標
数値

2100

指標

広報誌発行部数
商工会のホームページ、
フェイスブック等の情報
を更新し、小規模事業対
策の施策等がＰＲ出来
た。商工会活動を周知す
る為に、商工会報を発行
し、ＰＲ出来た。

総

合

評

価

Ａ

実

施

側

の

事

業

評

価実績
数値

1900

情報化推進事業

インターネットを活用し施
策情報やリアルタイムな経
営情報を公開する。小規模
事業者等の経営力向上やビ
ジネスチャンス拡大につな
がる情報を収集し、広報誌
に掲載をし企業等の発展に
寄与することを目的とす
る。

ホームページ
情報更新件数　２１回
フェイスブック
情報更新件数　３５回

広報発行部数
３回　１，９００部

小規模事業
者・一般住民

指標

ホームページ・ＳＮＳ更新
件数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

小規模事業者の
ニーズにあった
テーマで講習会を
開催する。

目標
数値

60
実績
数値

47
目標
数値

95

指標

個別（参加延人数）

商工会議所、金融機関と
連携をし、時代のニーズ
にあったテーマで講習会
を開催し、小規模事業者
の資質向上に繋がった。

総

合

評

価

Ａ

実

施

側

の

事

業

評

価

実績
数値

183

講習会事業

多様化する経営環境に対応
するため、小規模事業者に
とって必要な金融・税務・
経理・情報化等の知識習得
や時事的な問題についての
啓蒙を図り、事業者の資質
の向上と円滑な事業運営に
資することを目的とする。

集団講習会
補助金セミナー他（尾信
他）
２回　９名
一宮商工会議所共催セミ
ナー
５回　１名
消費税転嫁対策セミナー
１回　１４名
新春講演会（西尾張支部）
１回　１９名
相続セミナー
２回　４名

個別講習会
税務　１８回　１７４名
金融　　２回　　　１名
経営一般　３回　５名
その他　２回　３名

小規模事業者

指標

集団（参加延人数）

記帳機械化制度の
普及を進め、記帳
機械化の件数の増
加に努める。

目標
数値

75
実績
数値

79
目標
数値

実績
数値

記帳機械化を利用する事
によって、適正な帳簿の
記入の仕方や経理を行う
事によって、自社の経営
状況が貸借対照表、損益
計算書等で把握できるよ
うになり、適正な税務申
告が出来た。

総

合

評

価

Ａ

実

施

側

の

事

業

評

価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

記帳継続指導

商工会の職員が個人事業主
等を対象に正しい記帳方法
の指導と決算・確定申告の
指導を行い、適正な税務申
告と経理の自計化や計数管
理による経営力の向上に結
び付ける。

指導対象実企業数　７９件
指導日数　５３２日
指導回数　１，２８７回

小規模事業者

指標
指導対象実企業数

指標

目標
数値

800
実績
数値

988
目標
数値

20

総

合

評

価

Ａ

実

施

側

の

事

業

評

価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

小規模事業者に対
し、巡回、窓口指
導を全職員体制で
重点的に行い、問
題、課題把握を
し、解決策の提案
を行う。

巡回・窓口相談指
導事業

一般的に経営基盤の弱い小
規模零細企業を中心に商工
会職員が事業所へ訪問し、
金融相談・税務相談・労務
相談等、経営全般について
様々な相談指導を行うこと
により経営改善を図り、企
業の安定強化に努めるとと
もに、創業予定者を始めと
した経営全般に係る相談を
窓口対応も行う事で経営の
向上に結び付ける。

巡回指導
　実企業数　２００件
　延企業数　７４３件
窓口相談指導
　実企業数　１０６件
　延企業数　２４５件
創業指導
　実企業数　　　０件
　延企業数　　　０件
非会員巡回指導
　実企業数　　　７件
　延企業数　　　９件
非会員窓口相談指導
　実企業数　　１４件
　延企業数　　２２件
課題解決件数
　解決件数　　４６件
経営革新承認件数
　承認件数　　１件

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数

企業経営について様々な
悩みを抱えながら相談す
る機会の少ない小規模事
業者に対して、身近な
パートナー機関として、
巡回・窓口指導を通じ
て、専門家派遣、ミラサ
ポ等各種施策の普及を
し、経営の安定化を図る
ことが出来た。

実績
数値

46

平成２９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 木曽川商工会

得られた効果 備考

平成２９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 181.3 ％） （達成度 82.1 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 76.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 105.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 0.0 ％） （達成度 ％） Ｄ Ｄ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｄ Ｄ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 122.2 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

未加入事業場の把
握に努め、企業の
事務処理軽減にな
る為、労働保険の
制度説明をし、委
託事業場の増加を
図っていく。

目標
数値

45
実績
数値

55
目標
数値

指標

年度更新事務や日常の諸
手続等を代行すること
で、事業主の労働保険に
おける事務量の軽減が出
来、事業に専念してもら
う手助けが出来た。

総

合

評

価

Ａ

実

施

側

の

事

業

評

価
実績
数値

労働保険

小規模事業所からの委託を
受けて事業主・代表者に代
わり、労働保険料の申告納
付その他の労働保険に関す
る各種の届出等の事務手続
を行なうことにより、小規
模事業主の事務処理の負担
軽減と労働保険の適用促進
及び労働保険料の適正な徴
収を図ることを目的とす
る。

委託事業所数　５５企業

小規模事業者

指標

委託事業所数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

福利厚生の内容を
健康診断の実施か
ら、インフルエン
ザの助成に内容を
変更し実施する

健康診断を
会員事業所
へ募集を
行ったが、
目標の人数
が集まらな
かった為未
実施

目標
数値

50
実績
数値

0
目標
数値

指標

健康診断未実施の為、効
果なし。

総

合

評

価

Ｄ

実

施

側

の

事

業

評

価実績
数値

福利厚生事業
（健康診断）

会員事業所の経営・雇用の
安定化を図る為に、会員企
業、従業員の健康診断事業
を実施し、企業の健全な育
成に資することを目的とす
る。

健康診断の募集を会員企業
に申込を行ったが、目標の
人数が集まらなかった為、
事業未実施

小規模事業者

指標

健康診断参加人数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

会員及び従業員の
福利厚生の一環と
して、ボウリング
大会・ゴルフ大会
を開催し、会員同
士の情報交換、親
睦等が深められる
ようにする。

目標
数値

70
実績
数値

74
目標
数値

指標

従業員の福利厚生の一環
として参加する事によっ
て、他の地区や他業種の
会員企業の経営者等と交
流を深められた。

総

合

評

価

Ａ

実

施

側

の

事

業

評

価実績
数値

会員交流福利厚生
の集い

小規模企業の経営・雇用の
継続的な安定を図るため
に、会員事業者や従業員の
福利厚生事業の実施等、異
業種交流の場として提供さ
らに企業の健全な育成に資
することを目的とする。

第６回木曽川商工会地区親
善ボウリング大会
７月９日（日）
参加者数　７４名

小規模事業者

指標

参加店数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

小規模事業者の廃
業による参加企業
の減少により、規
模を縮小する。

目標
数値

50
実績
数値

38
目標
数値

指標

笑店街の参加店をまわる
スタンプラリーを実施
し、新規顧客の獲得、売
上向上に繋がった。

総

合

評

価

Ｂ

実

施

側

の

事

業

評

価実績
数値

ｶｽﾞﾄﾖ  ﾁﾖ
114＆1,004笑店街

当地区及び近隣に立地する
大型店出店の影響や、好況
とは言われてはいるが小規
模商店は不況感から脱却し
たとは言えず一段と疲弊し
ている現状である。この状
況下小規模商店等の存続に
繋がるような集客向上のた
めの販売促進活動を行う。

平成２９年度　一豊＆千代
笑店街
１２月１１日（月）～１２
月３１日（日）
参加店　３８店 小規模事業者

指標

参加店数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

女性部員の減少に
より参加人数が
減ってきている。
新規部員加入獲得
を目標とし、参加
人数の増加を図
り、交流を深めて
いく。

目標
数値

32
実績
数値

58
目標
数値

240

指標

事業参加延人数
習い事教室では、部員以
外も参加対象にすること
によって新たな出会いも
でき、参加人数の増加に
繋がった。また、女性部
活動を通して女性部員間
の交流がよりいっそう深
まった。

総

合

評

価

Ａ

実

施

側

の

事

業

評

価
実績
数値

197

女性部

商工業に携わる女性として
経営知識と教養を深め商工
会の事業を積極的に推進
し、地域商工業の総合的な
改善発達を図る。また地域
社会の福祉の増進に寄与す
る。

女性部通常総会　２４人
女性部通常委員会　５回
３４人
習い事教室　２６回　１４
７人
部員研修交流会
テーブルマナー講座　１５
人
スマートフォン講習会　１
２人
一豊まつり　７人
商工まつり　１６人

小規模事業者

指標

事業回数

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


